
社会福祉協議会は、略して｢社協（しゃきょう）｣と言い、誰もが安心して暮らすことの

できる福祉のまちづくりを進めるために設置されている民間の福祉団体です。

小田原市社会福祉協議会イメージキャラクター

「夢・咲き福ちゃん」

題字：障がいのある人たちの仕事を社会とつなぐ「アール・ド・ヴィーヴル」
　　　メンバーの萩原幹大さん

小田原市社会福祉協議会イメージキャラクター

「夢・咲き福ちゃん」
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この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金と広告料により発行しております。
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障がいがあっても、一人ひとりが能力や個性を輝かせ、仲間や地域とつながり、自分らしく生活できるまち。

そんな社会を実現するために、支援が必要な人それぞれにあった「働く場」が提供され、各事業所で皆さんが作った作品・製品と地

域との交流が自然に生まれています。

本号では、いろいろな物づくりを通して、障がいのある人の社会参加・就労支援に取り組んでいる事業所を紹介します。

紹介にあたっては、社協おだわらで過去に紹介していない NPO・社会福祉法人から選びました。

地域活動支援センターゆ う

おりーぶ
就労継続支援 B 型事業所

アール・ド・ヴィーヴル
多機能型事業所 ( 就労継続支援 B 型、生活介護 )

わかば会
地域活動支援センター

地域活動支援センター

地域活動支援センターゆ う

奥津大希さん

二見リカさん

海紅・Ⅿさん

塚本愛実さん

野々村 聡眞さん

おりーぶ
就労継続支援 B 型事業所

就労継続支援 B 型事業所

わかば会
地域活動支援センター

地域活動支援センター

四ツ車 等さん 荘司貴子さん 下澤琢磨さん 十文字 章さん 松尾孝一さん

川口 由美子さん

大曽根 康博さん

鈴木武志さん
黒木　博さん

瀬戸　蓮さん

桐山　良さん

山口 かおりさん

わかば会

題字：障がいのある人たちの仕事を社会とつなぐ「アール・ド・ヴィーヴル」
　　　メンバーの萩原幹大さん
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障がいのある人たちがアート（芸術）で社会とつながる活動をめ

ざしています。多くのメンバーさんが、それぞれご自身の願いを

実現する場所として通われています。

メンバーさんたちの想いを表現するアトリエは、

誰もが持つ個性が伸び伸びと発揮される場になっ

ています。

住所 久野 403-17

☎ 25-4534

HP

artdevivre-odawara.jp

運営
社会福祉法人
アール・ド・ヴィーヴル

事 業 案 内所

ギャラリーカフェ＆ショップ

では、メンバーさんたちの作

品展示とあわせて、作品をモ

チーフにしたグッズ販売がさ

れています。カフェで提供さ

れるケーキもメンバーさんの

手作りです。

営業日・時間は月～金曜日の

10：30 ～ 16：00 です。

外出することが難しい人たちの社会参加や交流をめざす事業所

です。ご高齢でお身体に障がいがある人が楽しみながら、自分

の生きがいを見つけられる場所として通われています。

です。ご高齢でお身体に障がいがある人が楽しみながら、自分

の生きがいを見つけられる場所として通われています。

住所 小台 340-20

☎ 46-8082

作業

●時間
　月～金曜日（10:00 ～ 14:30）

●内容
　チラシはさみ込み
　菓子箱組み立てなど

●年間を通して、いろいろなレクリ　
　エーション行事などもあります。

運営
NPO 法人
障害者地域作業所　ゆう
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ゆ う

利用者さんどうし交流しながら、お身体

の状態にあわせた無理のない作業をして

います。

こうした作業を通してお金がいただける。

仕事をできることが嬉しいという場に

なっています。

ゆ うゆ うゆ うゆ うゆ う

企業から受ける仕事が少な

かったときに作り始めた自主

製品の雑巾です。

中学校から定期的に注文をい

ただいており、PTA バザーに

出店することで、中学生との

交流にもつながっています。

企業から受ける仕事が少な

インタビュー

インタビュー

アール・ド・ヴィーヴルアール・ド・ヴィーヴルアール・ド・ヴィーヴル

ゆ     うゆ     うゆ     う
地域活動支援センター

事 業 案 内所

ざしています。多くのメンバーさんが、それぞれご自身の願いをざしています。多くのメンバーさんが、それぞれご自身の願いを

ギャラリーカフェ＆ショップ

お り ー ぶお り ー ぶお り ー ぶ
就労継続支援 B 型事業所

わ か ば 会わ か ば 会わ か ば 会
地域活動支援センター

「あなたの“できる”を見つけたい」「一人ひとりの“できる”を

応援したい」という願いを込めて、一般企業で働くことが困難な

人に働く場を提供しています。

おりーぶ

酒
匂
川栢

山
駅

報徳橋
東側

報徳橋

城北高校

おりーぶおりーぶ

報徳橋報徳橋

おりーぶおりーぶ

住所 鬼柳 733-2

☎ 37-1175

HP

https://mmfyf791.
wixsite.com/ori-bunoki

運営
NPO 法人
おりーぶの木

事 業 案 内所

インタビュー

コロナ禍で企業からの作業依頼が減ったことで、

新しい試みを探った結果、利用者さんの得意なこ

とも見えてきたという作業場の風景です。

わ か ば 会わ か ば 会わ か ば 会
利用される人の「願い」「生きがい」を実現する場として、仲間

と一緒に働く楽しさや喜びを感じ、いろいろな経験を広げながら、

地域社会に貢献できる場もめざして支援活動をしています。

山
王
川

竹橋

町田
小学校熊野神社

わかば会

住所 中町 2-7-14 タジマビル

☎ 22-8822（午前中）

HP

http://www.odawara-
wakaba.com

運営
NPO 法人
わかば会

事 業 案 内所

ポーチ、がま口、巾着、エコバッグなど、手作りにこだわった

和風テイストのわかば会オリジナル製品。

箱根などの観光地で売られ、海外から訪れる観光客に人気です。

下のタジマビルでも販売しています。

作業に没頭する利用者さんたちです。

一年に 1 回、利用者さん全員で箱根の販売店に行き、自分で

作った製品が売られている場面を見る機会があります。その

際に、店員から「本当に良いものを作るね」と言われるそうで、

とても励みになっているとのことです。

ポーチ、がま口、巾着、エコバッグなど、手作りにこだわったポーチ、がま口、巾着、エコバッグなど、手作りにこだわったポーチ、がま口、巾着、エコバッグなど、手作りにこだわった

ギャラリーカフェ＆ショップギャラリーカフェ＆ショップ

友・遊び・勇気・優しさ・友情の「ゆう」

フランス語で「自分らしく生きる」という意味

インタ
ビュー

たくましく、明るく育つ「若葉」のように

平和の象徴とされる「オリーブの木」が由来

ピンク色と動物の絵が
好きな奥津大希さん
今回はハイエナの絵を描きました。

タイトルは「ハイエナの女王」です。

絵を描くことが好きです。

ピンク色が好きです。

強い動物の絵が好きです。

雑巾づくり名人の
川口 由美子さん
刺し子のように縫ってある柄は、

絵の好きな川口さんが作った型

紙を利用しています。

「多くの枚数を縫うのは大変だけ

れど、好きだから続けられてい

る」とのことです。

編み物が得意な
山口 かおりさん
おりーぶで自分の作品が売れたと聞いたときは、

とても嬉しく、また作りたいと思いました。

今回、ユーチューブで子ども用の帽子が紹介さ

れていたのを視て、自分でも作ってみました。

今年の干支で作りましたが、とても可愛くでき

たと思います。

ポーチの型取りに精を出す
荘司貴子さん
以前は、こけしの着付けやミシン

縫いをやっていましたが布を切る

この作業が好きです。

わかば会での作業を楽しんで

います。

温かみのある文字を書く
萩原幹大さん
カフェで接客をする萩原幹大さんが

書く文字は、いろいろな場面で使わ

れています。

この度「社協おだわら」のタイトル

も書いていただきました。

応援したい」という願いを込めて、一般企業で働くことが困難な応援したい」という願いを込めて、一般企業で働くことが困難な

ミシン作業が得意な
今井朝美さん
近隣の皆さんからの依頼が多いズボンの裾上げなどに

対応する一方、裁断からすべての工程を一人でこなす

各種袋物（スマホケースやお薬手帳ケースなど）も

好評で、TOTOCO で販売されています。

こけし絵付けで職人技を披露する
山口俊平さん
ポーチに付いている「ほほえみこけし」

も海外からの観光客に人気があります。

ポーチ、がま口、巾着、エコバッグなど、手作りにこだわったポーチ、がま口、巾着、エコバッグなど、手作りにこだわった

インタビュー
インタビュー

多機能型事業所 ( 就労継続支援 B 型、生活介護 )



ありがとうございました
　　　　　　　　　　　　（令和 5 年 10 月 21 日～ 12 月 28 日）

お名前（敬称略） 金　　額

小田原遊技場組合 50,000 円
わらはんどベーカリー みらいチケット運営事務局 3,000 円
小田原鍼灸マッサージ師会 19,000 円
磯崎　曻 49,978 円
神奈川土建一般労働組合 西相支部 84,901 円
中央労働金庫 小田原支店 推進幹事会 35,500 円
三菱ケミカル労働組合 神奈川支部 16,601 円
匿　名（１件） 384 円

合　　　　　　計 259,364 円

お名前（敬称略） 品　　物

阿久津友美 紙オムツ、マスク
内田陽子 紙オムツ、紙パッド
小田原市更生保護女性会 雑巾、タオル、ぬり絵
稲毛竹男 食料品
小野　徹 紙の箱
中央労働金庫 小田原支店 推進幹事会 米
栗原照子 腕時計
宗久寺 食料品

匿　名（７件）
紙オムツ、小児用オムツ
シャワーチェア、タオル
衣類、食料品

お名前（敬称略） 金　　額

小澤　仁 30,000 円
匿名（１件） 300,000 円

合　　　　　　計 330,000 円

お名前（敬称略） 金　　額

神奈川県自転車商協同組合小田原支部 16,800 円
小田原スポーツ合気道教室 45,715 円
匿名（１件） 100,000 円

合　　　　　　計 162,515 円

各種寄付金品については、寄付者のご意向に沿い、目的にあった運用

　及び活用をさせていただいています。

ホームページは 小田原市社協 で 令和６年３月１日　第１４０号

　　　　　　　　　　　　

お名前（敬称略）

お名前（敬称略）

福 ち ゃ ん の い い ね！知っておくと

市社協からのご案内市社協からのご案内

お名前（敬称略）

お名前（敬称略）

小田原市社会福祉協議会
おだわら総合医療福祉会館１階

交通アクセス
●バスご利用の場合
  （小田原駅西口から約 10 分）
　久野車庫行き又は
　兎河原循環に乗車
　　～市立病院前下車

●徒歩の場合
小田原駅から約 20 分

　足柄、井細田駅から約 10 分

〒250-0055　小田原市久野 115-2

福祉ボランティアスクール福祉ボランティアスクール
各福祉ボランティアの基本的な知識や技術について学ぶ講座です。

【費用】　①は無料、②はテキスト代として５００円

【申込】 ４月１日（月）から　電話（３５－４０００）にて先着順

※問い合わせ　☎35-4000

福祉用具販売・レンタル・住宅改修

営業時間  8:45～17:45　 定休日 日曜・祝日

秦野営業所／秦野市南矢名5-15-17　TEL.0463-86-6122

介護保険指定事業者番号　1472300308 250-0055

0465ー46ー8651
0465ー46ー8653

神奈川県小田原市久野2391-1

  小田原市社会福祉協議会 TEL ＆ FAX
○法人全体　　
TEL ３５－４０００    FAX ３５－６９０２

○福祉まるごと相談事業　
TEL ３５－４０２０　FAX ３５－６９０２

○おだわら成年後見支援センター
TEL ３５－７７７０　FAX ３５－７７７１

○ケアプラン作成
TEL ３５－８１７０　 FAX ３２－４１３９

○ホームヘルパー派遣
TEL ３５－８１４３　FAX ３２－４１３９

【お分けできる対象者】
 「子どもの入園入学が決まったけれど、忙しくて作る時間がない」などの理由で

 ３点セットの準備に困っている人

 市内在住・在勤で小田原市社協まで受け取りに来られる人

【申込方法・注意事項など】
●申　込　方　法　3 月８日（金）までに電話（３５－４０００）で

　　　　　　　　　　お申し込みください。

　●お渡しする期間　3 月１５日（金）から 

●お渡しする場所
　　おだわら総合医療福祉会館１階

　●お分けできる数に限りがあります。

　　申込多数の場合は、本会で抽選を

　　行い、当選者にご連絡します。

　●すべて手づくりのため、３点セットの

　　色柄は写真と異なります。

入園入学用の布製袋物をお分けします入園入学用の布製袋物をお分けします

レッスンバッグ、上履き入れ、
お着替え袋（巾着型）　の３点１セットです。

講座名 日　時 会　場 対象・定員 講　師

①
障がい児支援
ボランティア講座

（全３回）

1・3回目：5/24・6/14
9:30 ～ 11:30

2 回目：5/30・31のどちらかを選択
午前中１時間程度

県立小田原
支援学校
（小田原市
蓮正寺 1021）

県西地域在住で
ボランティア活動
に興味のある人

１０名

県立小田原支援学校
教員・他

②
初心者のための
朗 読 講 習 会

5/16 ～ 6/27 の毎週木曜日

10:00 ～ 12:00

おだわら総合
医療福祉会館

60 歳くらいまでの人
１０名

小笠原章純さん
（元 NHK アナウンサー）

朗読ボランティアもくせい会


